
しながわがくげい 
【ぴかぴかの・・・】 

 まつ組は恒例の小学校巡りを４月から行っています。２学期は大原小

学校を皮切りとして始まりました。来年の４月に入学する予定の小学校

をみんなで見に行きます。校内には入れないので、門や塀の外から校庭な

どを見ます。ちょうど中休みの時間に行ったときなどは、卒園生に会った

りもします。「〇〇さんが行く学校だよね。」「校庭が大きいね。」など興味

は尽きません。今年は何校ぐらい巡るのでしょうか。うきうきわくわくし

た気持ちで小学校を見てくれているのがとても嬉しいです。卒園まで５か月、 

少しずつ小学校が近づいてきました。 

【初めての遠足】 

 １０月２７日（金）は、年少の初めての遠足でした。大井町から鮫洲運動

公園まで行きました。これまで幼稚園の周りや近くの公園までの散歩で歩き

方や並び方を練習してきました。いよいよ本番、当日は大井町駅から歩き始

めました。時間がかかるかと心配していましたが、すみれ組さんたちは元気

いっぱい、予定時刻よりかなり早く公園に着きました。その分公園でたっぷ

り遊ぶことができました。帰りも「歩けない。」「疲れた。」と言いながらも

歩みは止まらず、これまた予定時刻より早く駅に着きました。予想以上の頑

張りに、引率者全員ビックリでした。素晴らしい遠足となりました。 

【職場体験】 

宮前小学校の６年生が職場体験に来ました。毎年この時期に行っていま

す。今年も卒園生が二人来ました。担任と一緒に園児の課題を見たり、一緒

に遊んだりしました。卒園生なので、幼稚園のことはよく知っているので、

違和感なく活動していました。鼓笛や鍵盤ハーモニカなどの取り組みや、広

いホールで運動や遊戯会ができるなど、魅力がいっぱいある幼稚園というポ

スターも作ってきてくれました。 

 

天候に恵まれました・・・ 

 １０月７日（土）に行いました運動会では、多くの方々にお越しいただき、盛大に実施する

ことができました。今年の運動会は、観覧に人数制限を付けずに行いましたが、運動会前日ま

で「敬老席」のことを失念しておりました。急遽「敬老席」を作りましたが、周知が徹底して

おらず、ご使用されたい方々にご迷惑をおかけしました。今後は確認を怠らないようにしてい

きたいと思います。 

 当日は、子どもたちの動きもてきぱきとしており、時間のロスもあまり

見受けられませんでした。保護者の方々の競技もスムースに行きました。

その結果、終了が１２時前となり、予定よりかなり早くできました。来年

は、今回の反省を生かし、さらに工夫していきたいと考えています。 
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１１月 指導のねらい 

すみれ組 

〇自分の思いを伝えながら友達と遊ぶ楽しさを味わう 

 

ば ら組 

 〇遊びの経験を広げ、興味をもって見たり、考えたりする。 

 

ま つ組 

 〇様々な素材に触れ、試したり工夫したりして作り上げる喜びを感じる。 

 

講師による指導（１１月） 

   器楽指導  渡辺 正明先生   まつ組 

 英語指導  ジェマ ヘムス先生   ばら組 まつ組 

体育指導   櫻井 由香先生      ばら組    

                 松本 幸浩先生      まつ組 

〇お知らせ 

   「品川区私立幼稚園協会第６７回幼児画展」 

  １２月１日（金）～１２月６日（水） Ｏ美術館（大崎ニュウシティ２号館）で行われます。幼

稚園協会加入の幼稚園児の作品が一堂に展示されます。品川学藝幼稚園は、横２８０㎝、縦１５５

㎝の作品を出品します。題材は今検討中です。毎日の楽しい生活の様子を表せたらいいなと考えて

います。 

  初日は１２時～１８時、最終日は１０時～１６時、それ以外は１０時～１８時の間入館ができま

す。また土曜日、日曜日も入館できますので、ぜひお立ち寄りください。 

                          

しながわがくげい  二十四節気・七十二候・・・１１月 霜月（しもつき）・・・ 

 二十四節気は半月ごとの季節の変化を示しています。これを約５日おきに分けて気象の動きや動植物の変

化を知らせるのが七十二候（しちじゅうにこう）といいます。 

立冬
り っ と う

（８日）・・・この日から立春の前日までが暦の上で冬となります。 

   山茶始開（つばきはじめてひらく）山茶花（さざんか）の花が咲き始める頃 椿より先に咲き始めます 

   地始凍（ちはじめてこおる）大地が凍り始める頃  霜柱を知っていますか 

   金盞花（きんせんかさく）水仙が咲き芳香を放つ頃  金盞は金の盃のことで、水仙の黄色の部分を見立て

ています 

小雪
しょうせつ

（２２日）・・・木々の葉が落ち、山に初雪が舞い始めます。冬の入り口という意味があります。 

   虹蔵不見（にじかくれてみえず）陽の光も弱まり虹を見かけなくなる頃 蔵は潜むという意味があります 

   朔風払葉（きたかぜこのはをはらう）北風が木の葉を吹き払う頃 朔風は北風、木枯らしをさします 

   橘始黄（たちばなはじめてきばむ）橘の実が黄色く色づき始める頃  

 冬の始まりではありますが、暑かったり寒かったり寒暖差に十分注意をしていきたいものです。 

 


